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論文内容の要旨 
【目的】3-T(テスラ) MRI を用いて得られた ADC map のヒストグラム解析も用いて、子宮癌肉腫
および子宮体癌の鑑別が可能であるかの検討を行った。 
【方法】埼玉医科大学国際医療センターで 2012 年 3 月から 2014 年 9 月の間に子宮癌肉腫もしく
は子宮体癌と診断された連続 154 症例を対象とした。このうち、組織学的に子宮癌肉腫もしくは
子宮体癌と診断され、治療前に 3-T MRI の撮像が行われており最大長径 10mm 以上の腫瘤を有
する 63 症例(子宮癌肉腫:13 名、子宮体癌:50 名)に対して後方視的な解析を行った。 
解析は 2 名の放射線診断医が独立して、ソフトウェア上で ADC map の横断像に T2 強調像や造
影後 T1 強調像を参照して肉眼的に同定可能な嚢胞成分や壊死成分を除いた腫瘤全体に関心領域
(ROI: regions of interest)を設定した。全ての横断像から得られた ADC 値を統合してヒストグラ
ムを作成し、統計ソフトを用いて各々の平均値・標準偏差および平均の 5%, 10%, 25%, 50%, 75%, 
90%, 95%タイル値、尖度・歪度を算出した。その後、各々に対して ROC (receiver operator 
characteristic)曲線を描画し AUC (area under the curve)値から子宮癌肉腫および子宮体癌の鑑
別に対する有用性を検討した。 
【結果】子宮癌肉腫の ROI は平均 1068.0mm2 (85.1 - 3104.0mm2)、子宮体癌の ROI は平均
318.1mm2 (84.5 – 2162.0mm2)と子宮癌肉腫の方が優位に大きかった (P < 0.001)。2 名の放射線
診断医間の ADC の一致率はスピアマンの相関係数で 0.72 – 0.84 と良好であった。 
子宮癌肉腫は子宮体癌に対し、ADC の平均値および平均の 95%, 90%, 75%, 50%, 25%タイル値に
て有意に高値を呈していた（P < 0.05）。平均の尖度は子宮癌肉腫で 0.57 ± 0.47、子宮体癌で
0.95 ± 0.72 (P = 0.030)、平均の歪度は子宮癌肉腫で 1.26 ± 1.10、子宮体癌で 1.81 ± 1.50 (P 
= 0.170)と有意差は見られなかった。 
ROC曲線を用いた解析では平均90%タイル値のカットオフ値 1.260 × 10-3mm2/sと設定した際
氏  名      髙橋 正洋 
学位の種類     博士（医学） 
学位記番号     甲第 1336 号 
学位授与の日付   平成 29 年 3 月 24 日 
学位授与の要件   学位規則第 3 条第 1 項第 3 号に該当 
学位申請論文タイトル及び掲載誌 
Utility of Histogram Analysis of Apparent Diffusion Coefficient Maps Obtained Using 
3.0T MRI for Distinguishing Uterine Carcinosarcoma From Endometrial Carcinoma 
Journal of Magnetic Resonance Imaging 
3-T MRI 装置を用いて得られた ADC map のヒストグラム解析による子宮癌肉腫および
子宮体癌鑑別の有用性の検討 
Journal of Magnetic Resonance Imaging 2016 年 6 月 掲載 
学位審査委員（主査）教授 新津 守 
（副査）教授 髙井 泰、教授 中平 光彦、准教授 百瀬 修二  
に AUC = 0.082、平均 75%タイル値のカットオフ値 1.034 × 10-3mm2/s と設定した際に AUC = 
0.904 と高い AUC 値を呈しており、各々のカットオフ値を用いた際の診断能は平均 90%タイル
値で感度; 92.3%, 特異度; 76.0%, 正診率; 79.4%、平均75%タイル値で感度; 100%, 特異度; 78.0%, 
正診率; 84.6%と高い正診率を認めた。 
【結論】以上の結果より 3-T MRI を用いて得られた ADC map のヒストグラム解析は子宮癌肉腫
および子宮体癌の鑑別に対して有用であることが示唆された。 
 
 
 
